
テーマ 子育て支援の実施

区市町村 北区

児童館名 八幡山子どもセンター

活動名 新年会

目的

・日本の伝統行事を体感し、保護者は子どもたちの厄除けや無病息災を願う。

・子どもたちが招待状を作成し、自分の祖父母や地域のお年寄りをお誘いすることで、

世代間交流や地域交流のきっかけとする。

主な対象 乳幼児と保護者、招待者をうけとった方

活動の経緯

実践内容

＜活動の経緯＞

　当センターは、平成30年4月「児童館」から乳幼児親子が一日ゆっくり館内で過ごせ

るよう環境を整えた「子どもセンター」に変わりました。活動内容も乳幼児親子への支

援が増えており、毎日自由に遊んだり、ゆっくり過ごせる場所であるのはもちろん、年

齢別クラブ活動、音楽遊びや運動遊び、子育ての相談、ママのリフレッシュ企画などを

積極的に行っています。

　毎年1月には「新年会」と称して地元北区内のお囃子グループ「江戸囃子　鼓太郎」

にお囃子や獅子舞を披露していただいています。今回の実施にあたり、「せっかく日本

の伝統に触れる機会なので、何か世代間交流のきっかけを作りたいね」と職員間で話し

合い「子どもたちの祖父母や地域のお年寄りなど招待し、普段児童館に来ない人も児童

館に呼んで、児童館を知ってもらおう、地域に顔見知りを増やし、子育てしやすい環境

を築こう」という目標を立てました。

＜実践内容＞

・年齢別乳幼児クラブやフリーで遊びに来ている乳幼児親子に新年会の趣旨を説明し、

招待したい人宛に招待状を作成し、渡してもらいました。

　招待状は色画用紙やシール、クレヨンなどを使って楽しく作成できるよう、色々なパ

ターンの見本や材料も用意しておきました。

　作成をしながら親子、お友達同士で話もはずみ「おじいちゃんに渡すんだ！」、「お

正月に（帰省したときに）渡そうね」「ご実家はどちらですか？」など楽しい時間と

なっていたようでした。

・当日招待状をもってきた方は、招待席にご案内しました。子どもたちと同じ輪の中で

すが椅子席があるので足が悪くても安心してご参加いただけました。

・「孫に誘われたから」と遠方のおじいちゃん、おばあちゃんもセンターにいらっしゃ

いました。子どもたちは得意げにいつも遊んでいる場所を案内したり、お友達を紹介し

たり、よい交流になりました。

・「お囃子が聞こえたから」と地域の方もやってきました。また妊娠中の方とそのパー

トナーも「獅子舞がめずらしい、児童館に来るきっかけになった」と参加されました。

何もないと興味はあってもなかなか足を運びづらかったそうです。



活動写真

児童館のプロフィール

児童館名 八幡山子どもセンター

運営主体 公設民営

所在地・電話番号 北区中十条4-15-7　/　03-3905-0713

開館日・時間・休館日
（開館日）月曜日～土曜日　9:30～17:30

（休館日）日曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

効果や課題

・参加者から「日本の伝統を感じられて、よかった」、「孫から招待状をもらって嬉し

かった」、「昨年は獅子舞を見て泣いていた子が、今年は怖がらず楽しんでいた。成長

を感じた。」また、演者の方からは「3世代で来ている方もいて、とても温かい雰囲気

でよかった」と感想をいただきました。

・招待状を作ることで、子どもたちのなかでイメージがつきやすくなり、行事への期待

が高まりました。そしてその招待状を渡したことで世代間、地域交流のきっかけになっ

たと感じています。

・北区では“子育てするなら北区が一番！”を合言葉に、子どもたちのすこやかな成長を

応援しています。子どもたちは様々な経験を通して豊かな心が育つよう、また保護者が

大勢の人とかかわりを持ち子育てを楽しめるように支援していきたと思います。


